
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ヒールの高い靴は、子どもを抱く

時、安定が悪く落ち着きません。抱

っこしたまま転んでしまったりす

る恐れもあります。 

・子どもは予測不可能な動きをする

ため、ヒールの高い靴だと、咄嗟な

動きに対応できず危険です。 

・子どもとの遊びにとことん付き合

うことができます。 

◆ベビーグッズの洗浄・除菌について 

・１歳未満の赤ちゃんは、感染しやすく、回復力も弱いので、使用後の哺乳

瓶や搾乳機、おしゃぶり、おもちゃなどのべビーグッズを洗浄、除菌しまし

ょう。使用後はミルクや唾液などのたんぱく質の汚れが残っていて、そのま

まにしているとばい菌が繁殖してしまいます。 
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 お母さんの爪や手洗いについて 

・子どものお世話をしている時に皮膚や目を傷つけ

る恐れがあります。 

・爪がのびると爪裏には汚れが付着し、ばい菌が増

殖します。 

・お子さんがお母さんの指を舐めることがあります 

・料理を作る時にも心配です。 

・爪が伸びていると念入りに手洗いをしても汚れが

残りがちです。（右の図参照） 

・指輪については、石が着いていたり、凸凹のある

物も汚れが残りやすかったり、子どもの皮膚や目を

傷つける恐れがあります。 

◆ 長い髪はまとめたり、くくりませんか 

・授乳、哺乳時に髪の毛が子どもの顔にかかります。 

 ・子どもの目や口の中に髪の毛が入ることがありま

す。 

 ・人の髪の毛には様々な常在菌が存在しています（黄

色ブドウ球菌なども）。これらの常在菌は毛髪やフケ

だけでも増殖することもあります。細菌以外では、

細かいゴミや花粉、トリートメント材など汚れが付

着していることがあり不潔です。 

 ・せっかく手洗いをしても、洗った手を拭かず濡れ

た手で毛髪を触ると、せっかくの手洗いが無駄にな

ります。 

毎日忙しく子育てしているお母さんへ 

 赤ちゃん事を最優先に考え、子育てを頑張っているお母さん。どうしても自分の事は後回しに

なりがちですが、子育てだけの生活はメリハリがなくなり、心が疲れてきます。赤ちゃんの健康

や成長を考えた上でのおしゃれや身の回りについて一緒に考えてみませんか。 

 看護師 山下 白川 事務 宇藤 

 

 

◆ 子育て中の靴はローヒールで  

安定しやすいものを 
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★産後のお母さんは赤ちゃんへの影響も考

えてネイルはお休みすることをおすすめし

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・お母さんの指を舐めたりすることがあ

るので、ネイルに使用されている成分が

赤ちゃんの体に直接入ってしまう恐れが

あります。 

・デザイン性のあるネイル（ストーン、

パール、アートネイルなど）赤ちゃんが

舐めて口の中に入ってしまうことも・・・。 

・いくら手洗いを念入りにしても裏側や

表面の凸凹には汚れが付着しています。 

・育児中のネイルを楽しみたいお母さん

は、衛生上の問題のないペディキュアに

してみてはどうでしょう 

ＭＲワクチン２期（定期接種）と合わせて百日咳の感染症から守るために３種混合

ワクチン（任意接種）受ける事をお勧めします。（同時接種は可能です） 

近年、日本や多くの先進国で年長児や成人の百日咳の流行が報告されています。香川県では、一昨年多数

報告があり、乳児の百日咳の約70％は兄姉、両親などの家族が感染源となっています。新生児・乳児期で

の感染では、咳で呼吸ができず、けいれんを起こすことがあり、また、肺炎や脳症などの生命にかかわる重

い合併症を起こすこともあります。 

現在、初回接種として生後３か月より３回、小児期の追加接種として生後１２か月から２３カ月で１回実

施されています。５～6歳で追加接種する３種混合ワクチンは任意接種ですので、全額自己負担となります

が接種することをお勧めします。お住いの自治体によっては、補助がでる場合がありますので、ご確認くだ

さい。 

 

 

 
編集後記 

今年は夏休みが短くなり、子どもと過ごす時間

が少なくなるご家庭もあるかと思います。休校や

自粛で、子どもと過ごす時間が長くなった時には

イライラすることもありましたが、今年は貴重な

時間と考えて楽しく過ごせるといいですね。 

ご家族の皆様の健康をスタッフ一同 

お祈りしています。 

もりもとこどもクリニック 診療案内 

診療時間   午前 ８:３０～１２:３０ 

         午後 １６:００～１８:００ （土曜日１７:３０） 

健診・予防接種   １４:３０～１６:００ （予約制） 

休診日    木曜午後 ・ 第４土曜日 ・ 日祝日 

Ｔ Ｅ Ｌ     ０８７７－２５－９２２８ 

㏋アドレス http://www.morimoto-kodomo-clinic.com 

お母さんがにこにこしていると、子どもも安心してすくすく育ちます 

 
子どもの小さな成長を大切に、子育てを楽しんでください。 

子どもの笑顔がお母さんにとって一番のストレス発散ですよ・・・。 
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